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※1：GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード2016」
     GRI（Global Reporting Initiative）は、組織の非財務情報の報告に関する国際基準を策定するNGO。「GRIスタンダード」は、経済、環境、社会に与えるインパクトなどの報告に利用する基準指標。
※2：SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
　　ミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のター
ゲットから構成された国際目標。
※3：ステークホルダーからの要望
　　ステークホルダーとのアプローチはP28「ステークホルダーとのコミュニケーション」を参考。

東海理化レポートの該当範囲・内容・項目の確定プロセス
本レポートに掲載されている範囲・内容・項目は、下記のステップで確定しました。

経済・環境・社会情勢やGRI「サステナビリ
ティ・レポーティング・スタンダード2016」※1、
SDGs 「Sustainable Development Goals

（持続可能な開発目標）」※2などを参考に、
レポートに掲載すべき課題を把握し抽出し
ました。

STEP1で抽出した課題に対し、「経営方針、
経営環境および対処すべき課題等（有価証
券報告書記載）」や各部門の情報およびス
テークホルダーからの要望※3に基づき掲
載情報を特定しました。

東海理化レポート発行部署を中心に、各部
門を含めて特定された掲載情報について、
優先順位と妥当性を確認しました。

掲載課題の把握と抽出 掲載情報の特定 掲載情報の優先順位と
妥当性の確認STEP1
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お客様を愛し、地域社会を愛し、
社員・家族を愛し、
そして、愛される会社に。

6 新社長メッセージ

二之夕 裕美
代表取締役社長
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